
平成２５年度（第１回）原子力防災会議幹事会 

議事要旨 

 

１．開催要領 

  開催日時：平成２５年９月２日（月）１３：３０～１４：３０ 

  場  所：中央合同庁舎４号館１２３会議室 

  出 席 者：別紙のとおり 

 

２．議事次第 

議題１．原子力防災会議幹事会の公開等について 

議題２．平成２５年度（第２回）原子力防災会議に付議する案件について 

（１）地域防災計画の充実に向けた今後の対応について            

（２）原子力総合防災訓練の実施について   

（３）原子力災害対策マニュアルの改訂について【幹事会決定事項】 

 

３．配布資料 

資料Ⅰ   原子力防災会議幹事会の公開等について（案） 

資料Ⅱ   平成２５年度（第２回）原子力防災会議資料（案）一式 

（内訳） 

資料２   地域防災計画の充実に向けた今後の対応（案） 

資料３   原子力総合防災訓練の実施について 

資料４   原子力災害対策マニュアルの改訂について 

参考１   原子力発電所周辺自治体の地図 

参考２   原子力発電を巡る諸課題について 

参考３   原子力災害対策への国の支援に関する意見・要望について 

参考４   原子力災害対策特別措置法（抄） 

参考５   平成２５年度原子力総合防災訓練計画（案） 

参考６   原子力災害対策指針の主なポイント 

参考７   原子力災害対策マニュアル（原子力事業所編）新旧対照表 

資料Ⅲ－１ 原子力発電を巡る諸課題について 

資料Ⅲ－２ 原子力災害対策への国の支援に関する意見・要望について 

 

参考Ⅰ   原子力防災会議運営要領 

参考Ⅱ   杉田内閣官房副長官指示 

 

 

 

 



４．会議概要 

（１）議題 

  （議題１） 

・ 池田原子力規制庁長官から、資料Ⅰに基づき、原子力防災会議幹事会

の公開等について説明。 

・ 原子力防災会議幹事会の公開等について資料Ⅰのとおりとすることで

決定。 

  （議題２（１）） 

・ 金子原子力規制庁原子力防災課長から、資料Ⅱ（資料２）に基づき、

地域防災計画の充実に向けた今後の対応について説明。 

・ 続いて、泉原子力発電関係団体協議会代表幹事から、資料Ⅲ－１に基

づき、原子力発電を巡る諸課題について説明。 

・ 続いて、中島全国原子力発電所所在市町村協議会事務局長から、資料

Ⅲ－２に基づき、原子力災害対策への国の支援に関する意見・要望に

ついて説明。 

  （議題２（２）） 

・ 金子原子力規制庁原子力防災課長から、資料Ⅱ（資料３）に基づき、

原子力総合防災訓練の実施について説明。 

  （議題２（３）） 

・ 金子原子力規制庁原子力防災課長から、資料Ⅱ（資料４）に基づき、

原子力災害対策マニュアルの改訂について説明。 

・ 原子力災害対策マニュアルの改訂について資料Ⅱ（資料４）のとおり

とすることで決定。 

 

（３）質疑応答・意見の概要 

  ○ 議題２（１）の説明を受けて、杉田内閣官房副長官から次の発言があ

った。 

・ 3.11 以降、原子力に関連する国民の最大の関心事項の一つは、いわゆ

る原子力施設そのものの安全性というものであり、もう一つは、まさ

に不幸にして事態が発生をしたという場合に、いかに地域の住民の

方々を安全に避難させるか、この二つが中心である。したがって、こ

の両面にわたって、きめの細かい計画を立てる必要がある。 

・ 一方、原子力施設は 120％安全であるというお墨付きを行うことはあり

得ず、安全性を極力高めながら、同時に事態が発生したときにいかに

被害者を少なくするか、被害を最小に留めるかということが重要。 

・ 原子力災害特有の避難計画のあり方というのは、特にこの特性を考慮

した対応を考えなければならない。 

・ 現状、避難計画の策定状況は十分でなく、策定されている地域でも暫



定的なものであるなど、具体的な実効性の計画は非常に少ない。 

・ 基本的に計画の策定は地域の責任ではあるが、地域だけでは進められ

ないことが多くある。これについては、国も地域と一緒になって、地

域の特性を考えながら、地域に見合った計画を立てる必要がある。 

・ こうした取組は、実際に現場を見て、一緒になって考えていかなけれ

ばならず、地域と政府関係者が一緒になって、同じ場で検討し、問題

意識を持って、進めていくことが大事。 

・ そこで、配付した資料にあるとおり、今後各地域にワーキングチーム

を設置して、各府省の担当者がこのワーキングチームに参加し、ボト

ルネックの解決の支援に当たっていただきたい。 

 

（４）閉会 

   最後に、米村内閣危機管理監より挨拶。要旨は次のとおり。 

・ 現在の地域防災計画は、ToDo リストのようなものは一応できているが、

地元自治体の立場からすると、いざというときに各地域実態を踏まえ

何をどのようになすべきか、国はどこまで対応してくれるのか、ある

いは各機関がどのようにして有機的に連携していくのか等、具体的な

状況を想定したメカニズム、スキームをつくっていくことが必要。 

・ 各位におかれては、是非とも主体的な問題意識をもって、地域防災計

画の充実・強化に向けた取組に御協力・御対応をお願いしたい。 

 

（以 上） 

  



（別 紙） 
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